
[Œ¤‹†ƒm•[ƒg] •Z‹g‘åŽÐ•Î“”âÄƒ}ƒbƒvƒRƒ“ƒeƒ“ƒc‚Ì
ŠJ”

‚»‚Ì‘¼‚Ìƒ^ƒCƒgƒ‹ [Research Note] Development of Sumiyoshi
Taisha Stone Lanterns Digital Map Content

’˜ŽÒ ‰¡“c •àŒ©, —Ñ •••¶
ŽGŽ•–¼ ‚È‚É‚í‘å•ãŒ¤‹†
Šª 1
ƒy•[ƒW 31-40
”•s”N 2019-03-31
URL http://hdl.handle.net/10112/16813



31

住吉大社石灯籠マップコンテンツの開発

横　田　歩　見　　　林　　　武　文

1 ．はじめに

　大阪市住吉区の住吉大社は、全国に600社ほどある住吉三神を祀る住吉神社の総本社であり、古く
から全国各地の人々の信仰を集めてきた。その様子は境内と周辺の参道に立ち並ぶ634基の石燈籠か
らも想像することができる（図1.1）。関西大学なにわ大阪研究センター1）では、「住吉・堺の歴史景
観の復元」2）の研究の一部として、これら石燈籠の調査が行われ、参拝者に向けたイラストマップ
「住吉大社石燈籠MAP」が作成された3）。本研究は、石燈籠についての研究成果を広く一般に公開
し、周知するためのデジタルコンテンツの開発と評価を目的としている。
　住吉大社に並ぶ石燈籠は、寛永21年（1644年）のものが最も古い。石燈籠の竿や台座の部分に刻
まれた銘文には、北は松前（北海道）から南は薩摩（鹿児島県）まで、全国各地の廻船問屋、おも
ちゃ問屋、ガラス業者など、さまざまな業種において、組織の仲間や有志が共同で石燈籠を寄進し
たことが刻まれている4，5）。このように石燈籠を調べることで、大阪と全国各地の文化の交流や伝播
する様子を探ることが出来る。しかし、このような石燈籠について一般の人々へ伝達する機会は限
られており、文化遺産が人々に知られずにあることは非常に残念だと考える。そこで本研究では、
石燈籠の研究成果を発信するためにWebと携帯端末で閲覧可能なインタラクティブコンテンツを開
発した。
　コンテンツは、なにわ大阪研究センターで作成された紙製のイラストマップ「住吉大社石燈籠
MAP」に基づくWebコンテンツと、全周囲パノラマ画像を用いて、周囲を自由に見渡すことが出
来る360°パノラマコンテンツから成る。
　コンテンツの有用性を検証するために、開発したコンテンツを用いて評価実験を行った。また、
グランフロント大阪ナレッジキャピタルに約 2カ月間の展示を行い、来場者にインタビュー調査を

図 1.1　住吉大社境内にならぶ石燈籠
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行った。評価実験と展示の結果より、コンテンツ体験後は石燈籠に対する認知・知識を得られるこ
とがわかった。また、コンテンツをきっかけとして大阪の歴史や文化、住吉大社に対する興味が喚
起されていることがわかった。

2 ．住吉大社石燈籠マップコンテンツの開発

2 . 1 　イラストマップ
　「住吉大社石燈籠MAP」3）では、現存する634基の石燈籠の中から、特に重要な石燈籠30基を取り
上げて解説を加えている。コンテンツの開発にあたり、同じイラストMAPをデジタル化した画像
を用い、それぞれの石燈籠と対応する場所に 1～30の番号を配置した（図2.1）。このポイントをク
リックあるいはタップすると各石灯籠の情報が表示されるようにした。画像の編集にはAdobe	
Photoshop	CC	2017を用いた。

図 2.1　番号を配置した石燈籠MAP

2 . 2 　Webコンテンツの開発
　コンテンツはweb上での公開に加えて、参拝時にタブレットやスマートフォン等の携帯端末で閲
覧することも想定している。したがって、様々な年齢層の利用者が屋外においても簡単に操作でき
るように、ページの遷移やリンクを減らし、タッチ操作のみで利用可能なシンプルなインタフェー
スデザインを採用した。使い方は、石燈籠MAP上の 1～30の番号をクリックもしくはタップする
と、番号が強調表示されるとともに、右側の表示領域に対応する石燈籠の写真と解説が表示される
（図2.2）。
　また、トップページからは「使い方ページ」へのリンクも設けた。このページにはイラストマッ
プの見方と操作説明が画像入りで書かれている。
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住吉大社石灯籠マップコンテンツの開発

　オリジナルのイラストマップ上には、社や石燈籠のイラストだけではなく、御文庫や石舞台につ
いてなど、住吉大社に関連する情報も記載されている。しかし、制作したwebページでは、イラス
トは固定の大きさ（900×634px）で表示されるので、関連情報の文字は小さく読み取りにくい。そ
こで、jQueryのプラグイン「elevatezoom」6）を用いてイラストマップを拡大できるページを作成し
た。elevatezoomは、画像をマウスオーバーした時に、画像の一部を拡大表示することができるプ
ラグインである。elevatezoomでは、拡大される元画像と、マウスオーバー時に表示する画像、二
枚の画像が必要になる。拡大後の画像としてさらに高解像度のイラストマップを用意した（3000×
2113px）。これにより、拡大ページではマウスオーバーで、ルーペのようにイラストマップを拡大
表示することができた（図2.3）。Webコンテンツのトップページから各コンテンツへの状態遷移図
を図2.4に示す。

図 2.2　コンテンツにおける解説画像の表示

図 2.3　拡大の様子


















